
技 

術 

情 

報 

白
山
国
立
公
園
に
お
け
る
企
業
と
し
て
の
 

取
り
組
み
ー
外
来
植
物
対
策
で
の
事
例
紹
介
ー
 

ア
ル
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ッ
株
式
会
社
技
術
ニ
部
部
長
 
稲

葉

弘

之

 

一
．
は
じ
め
に
 

白
山
は
御
前
峰
を
主
峰
（
二
、
七
〇
 

二
m

）
と
す
る
山
岳
地
域
の
総
称
で
あ
 

る
。
白
山
国
立
公
園
は
富
山
、
石
川
、
 

福
井
、
岐
阜
の
四
県
に
ま
た
が
り
、
そ
 

の
白
山
を
中
心
に
東
西
二
〇
血
、
南
北
 

四
〇
血
に
わ
た
る
。
白
山
は
富
士
山
、
 

立
山
と
と
も
に
日
本
三
名
山
と
し
て
、
 

古
く
か
ら
山
岳
信
仰
で
栄
え
た
山
と
し
 

て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
高
山
植
物
の
 

宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
、
「
花
の
白
山
」
 

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
夏
期
に
は
あ
ち
 

こ
ち
に
美
し
い
花
畑
が
見
ら
れ
る
。
 

一
一
．
白
山
国
立
公
園
で
の
外
番
 

植
物
問
題
と
そ
の
対
策
 

近
年
の
登
山
者
の
増
加
等
に
伴
い
、
 

外
国
原
産
や
低
地
性
の
植
物
等
の
本
来
、
 

白
山
国
立
公
園
に
生
育
し
て
い
な
い
植
 

物
（
外
来
植
物
）
の
分
布
が
拡
大
し
て
 

い
る
。
そ
の
結
果
本
来
、
白
山
国
立
公
 

園
に
生
育
す
る
在
来
植
物
と
外
来
植
物
 

と
の
交
雑
、
雑
種
の
形
成
に
よ
る
生
態
 

系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
外
 

来
植
物
の
主
な
侵
入
要
因
と
し
て
、
登
 

山
者
の
衣
服
、
靴
か
ら
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
 

ー
運
搬
の
資
材
に
付
着
し
、
意
図
せ
ず
 

種
子
が
持
ち
込
ま
れ
た
事
例
の
他
、
フ
 

キ
を
食
用
に
植
栽
す
る
な
ど
故
意
に
持
 

ち
込
ん
だ
事
例
も
あ
る
。
 

白
山
で
の
外
来
植
物
対
策
は
環
境
省
、
 

国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
が
自
然
公
 

園
法
に
基
づ
く
白
山
生
態
系
維
持
回
復
 

事
業
に
お
い
て
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
N
P
O
法
人
環
白
山
保
護
利
用
 

管
理
協
会
、
石
川
県
白
山
自
然
保
護
セ
 

ン
タ
ー
が
同
事
業
の
実
施
団
体
と
し
て
 

全
国
で
初
め
て
認
定
を
受
け
て
、
活
動
 

し
て
い
る
。
具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
 

て
、
外
来
植
物
種
子
の
侵
入
・
拡
散
を
 

防
ぐ
た
め
の
種
子
除
去
用
の
足
拭
き
マ
 

ツ
ト
の
設
置
、
山
小
屋
、
登
山
道
な
ど
 

で
の
除
去
活
動
、
地
元
イ
ベ
ン
ト
時
の
 

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
を
 

実
施
し
て
い
る
。
 

三
．
除
去
活
動
へ
の
 

企
業
と
し
て
の
参
加
 

当
社
は
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
 

会
社
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
社
会
資
本
 

整
備
、
防
災
計
画
、
環
境
影
響
評
価
等
 

の
技
術
を
培
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
 

技
術
を
積
極
的
に
地
域
に
活
か
す
た
め
 

に
社
会
貢
献
活
動
の
ー
つ
と
し
て
、
平
 

成
一
九
年
か
ら
白
山
国
立
公
園
で
の
外
 

来
植
物
除
去
活
動
に
参
加
し
た
。
当
初
 

は
個
人
レ
ベ
ル
で
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、
 

翌
年
か
ら
は
特
に
当
社
が
有
す
る
野
生
 

動
植
物
に
関
す
る
技
術
を
活
動
に
活
か
 

せ
ら
れ
れ
ば
と
考
え
、
活
動
の
企
画
、
 

運
営
に
関
わ
り
始
め
た
。
 

〈
企
業
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動
内
容
〉
 

〇
フ
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
を
用
い
た
外
来
植
 

物
問
題
の
解
説
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
 

ョ
ン
技
術
）
 

〇
除
去
対
象
と
な
る
外
来
植
物
の
見
分
 

け
方
の
解
説
（
植
物
に
関
す
る
専
門
 

知
識
）
 

〇
専
門
知
識
を
活
か
し
た
除
去
方
法
の
 

提
案
（
植
物
に
関
す
る
専
門
知
識
）
 

〇
除
去
活
動
の
実
施
体
制
の
構
築
（
コ
 

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
技
術
）
 

こ
の
よ
う
に
、
企
業
の
特
色
を
活
か
 

し
た
企
画
を
追
加
し
て
、
よ
り
良
い
活
 

動
に
な
る
よ
う
年
々
工
夫
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
参
加
社
員
が
活
動
を
通
じ
て
他
 

の
企
業
、
団
体
、
行
政
と
関
わ
り
を
も
 

ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
大
、
ヒ
ュ
ー
 

マ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
 

考
え
、
平
成
二
二
年
か
ら
は
さ
ら
に
関
 

連
企
業
な
ど
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
参
 

加
者
の
拡
大
を
図
っ
た
。
特
に
登
山
を
 

伴
わ
な
い
市
ノ
瀬
で
の
活
動
の
充
実
を
 

図
り
、
登
山
経
験
の
な
い
人
で
も
気
軽
 

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
結
果
、
 

市
ノ
瀬
の
参
加
者
の
内
訳
は
企
業
関
係
 

者
が
五
〇
％
を
超
え
て
お
り
（
図
1
）、 

参
加
者
の
増
加
や
維
持
に
大
き
く
貢
献
 

し
て
い
る
。
ま
た
、
登
山
を
伴
う
一
泊
 

二
日
の
活
動
（
室
堂
、
南
竜
ケ
馬
場
）
 

で
も
少
な
か
ら
ず
、
企
業
の
参
加
者
も
 

見
ら
れ
、
参
加
者
が
多
い
年
は
企
業
参
 

加
が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
（
表
1
）。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ー
つ
の
企
業
が
そ
 

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
参
加
者
 

の
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
除
去
量
 

（
重
量
）
の
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
と
 

言
え
る
。
参
加
企
業
も
若
い
社
員
の
教
 

育
、
育
成
を
兼
ね
て
参
加
し
て
い
る
事
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例
が
多
い
。
 

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 

~企業参加者数 ~一般参加者数 →ー企業数 

図1 市ノ瀬園地での除去活動での企業参加状況 

室堂園地および南竜ケ馬場園地の除去活動での企業参加状況 

四
．
環
境
保
全
活
動
で
の
 

企
業
が
果
た
す
役
割
 

企
業
、
行
政
が
連
携
し
て
活
動
に
参
 

加
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
 

い
。
企
業
か
ら
の
参
加
が
単
に
一
参
加
 

者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
企
画
・
運
営
 

に
関
わ
る
こ
と
で
各
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
 

プ
、
さ
ら
に
は
企
業
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
 

な
り
得
る
。
経
済
活
動
を
伴
う
さ
ま
ざ
 

ま
な
関
わ
り
方
を
創
出
で
き
る
場
に
な
 

割
 
溺
噺
 

参加数 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 AOl R04 R05 

室堂 

参加企業数 1 1 1 3 2 1 3 2 3 2 1 2 

難 
企業 4 5 4 13 7 1 17 6 13 13 1 7 

―般 41 38 66 46 39 46 60 36 29 47 28 17 

企業参 加割合 8.9% 11.6% 5.7% 22.0% 15.2% 2.1% 22.1% 14.3% 31.0% 21.7% 3.4% 29.2% 

鷺 

参加企 業数 0 1 1 2 17 3 3 3 3 4 1 2 

hi 

企業 0
 

2 3 5 46 7 13 11 11 24 3 4 

―般 42 31 33 50 49 30 40 48 52 47 22 30 

企業参加割合 0.0% 6.1% 8.3% 9.1% 48.4% 18.9% 24.5% 18.6% 17.5% 33.8% 12.0% 11 .8% 

thIi ' 

ー，, 

g1 ‘・ 

る
の
で
は
と
考
え
る
。
ま
た
、
個
人
で
 

は
な
く
、
企
業
と
し
て
協
力
し
て
い
る
 

こ
と
が
一
六
年
間
、
毎
年
継
続
し
て
活
 

動
で
き
て
い
る
こ
と
の
大
き
な
要
因
で
 

あ
る
。
 

当
社
が
こ
の
外
来
植
物
除
去
活
動
を
 

は
じ
め
、
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
 

際
の
姿
勢
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

〇
企
業
一
社
の
社
員
の
み
の
活
動
に
な
 

ら
な
い
た
め
に
、
他
の
団
体
が
実
施
 

す
る
活
動
に
参
加
す
る
 

〇
単
な
る
一
参
加
者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
 

ず
、
企
画
・
運
営
に
関
わ
る
 

〇
企
業
の
特
徴
、
技
術
を
活
か
し
た
活
 

動
を
行
う
 

〇
活
動
を
通
じ
て
関
係
す
る
団
体
、
他
 

の
企
業
、
行
政
と
関
わ
り
合
い
を
生
 市ノ瀬園地での除去活動の様子 

み
出
す
 

〇
活
動
を
通
”
」
話
《
品
開
発
、
受
注
拡
大
 

の
発
想
を
も
つ
 

こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
活
動
に
取
り
組
 

む
こ
と
に
よ
り
、
複
数
の
企
業
の
連
携
 

が
強
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
特
色
 

が
活
か
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
活
 

動
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
 

新
た
な
発
想
か
ら
企
業
と
し
て
の
参
加
 

メ
リ
ッ
ト
と
な
る
経
済
活
動
も
創
出
さ
 

れ
て
い
く
と
考
え
る
。
現
在
は
筆
者
だ
 

け
で
な
く
、
若
い
技
術
者
に
も
活
動
の
 

運
営
面
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
促
 

し
て
お
り
、
さ
ら
に
長
期
的
に
活
動
が
 

継
続
す
る
た
め
に
布
石
を
投
じ
て
い
る
。
 

今
後
も
関
わ
る
人
、
企
業
、
団
体
、
 

皆
で
工
夫
し
て
よ
り
充
実
し
た
持
続
可
 

能
な
活
動
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
白
 

山
の
魅
力
を
後
世
に
残
す
こ
と
が
で
き
 

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。
 

稲

葉

 
弘
之
●
い
な
ば
 

ひ
ろ
ゆ
き
 

ア
ル
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ッ
株
式
会
社
に
勤
務
 

し
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
野
生
生
物
調
査
 

業
務
に
従
事
す
る
。
白
山
国
立
公
園
の
関
連
 

業
務
で
は
生
物
調
査
の
他
、
登
山
道
等
の
設
 

計
や
管
理
運
営
計
画
に
も
関
わ
る
。
ま
た
、
 

当
社
が
正
会
員
で
あ
る
N
P
O
法
人
環
白
山
 

保
護
利
用
管
理
協
会
の
理
事
と
し
て
外
来
植
 

物
対
策
事
業
の
企
画
運
営
を
行
う
と
と
も
 

に
、
環
境
省
の
白
山
生
態
系
維
持
回
復
事
業
 

に
基
づ
く
専
門
委
員
会
の
委
員
と
し
て
活
動
 

す
る
。
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